
宍粟市防災会議次第 
 

日 時：令和６年12月18日(水)14：00～ 

場 所：宍粟防災センター５階 ホール 

 

１．開  会 

 

２．あいさつ 

 

３．委員紹介（自己紹介） 

 

４．議  事 

(１)宍粟市地域防災計画の改訂について 

  ①改訂素案について 

  ②事前意見にかかる対応について 

   【別紙①、別紙②】 

(２)防災に関する情報交換 

   【別紙③】 

（３）今後のスケジュールについて 

 

５．その他 

 

６．閉  会 
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№ 委員構成 役　　職　　名 代理出席

- 会長 宍粟市長

1 兵庫県西播磨県民局総務企画室長

2 兵庫県西播磨県民局龍野健康福祉事務所長 欠　席

3 兵庫県西播磨県民局光都農林振興事務所長

4 兵庫県西播磨県民局龍野土木事務所長

5 第３条第５項第２号委員（警察官） 兵庫県宍粟警察署長 城谷　昌義

6
第３条第５項第３号委員（指定地方行政機
関職員） 国土交通省近畿地方整備局姫路河川国道事務所長 宗宮　智之

7 宍粟市総務部長

8 宍粟市市民生活部長

9 宍粟市健康福祉部長 有元　靖代

10 宍粟市産業部長

11 宍粟市建設部長

12 宍粟市教育部長 大砂　正則

13 宍粟市一宮市民局長

14 宍粟市波賀市民局長 欠　席

15 宍粟市千種市民局長

16 宍粟市健康福祉部福祉相談課長

17 宍粟市副市長

18 宍粟市教育長

19 第３条第５項第６号委員（消防長） 西はりま消防本部消防長

20 宍粟市消防団長

21 宍粟市消防団副団長

22 宍粟市消防団副団長

23 NTT西日本兵庫支店設備部災害対策室次長

24 関西電力送配電株式会社姫路本部姫路配電営業所長

25 株式会社ウイング神姫

26 宍粟市医師会長 欠　席

27 宍粟市山崎町連合自治会長

28 宍粟市一宮町連合自治会長

29 宍粟市波賀町連合自治会長

30 宍粟市千種町連合自治会長

31 宍粟市民生委員児童委員協議会連合会長

32 宍粟市社会福祉協議会

33 宍粟市ボランティア連絡会

34 宍粟市商工会女性部長

35 JA兵庫西女性会宍粟地区代表

36 JAハリマ女性会長

37 西播磨防災リーダー会宍粟部会

38 宍粟市国際交流協会

39 兵庫県介護支援専門員協会宍粟支部

40 宍粟市民代表（公募委員）

41 宍粟市民代表（公募委員）

- 宍粟市防災会議運営規程第５条 西はりま消防組合宍粟消防署長

- 宍粟市市長公室長

- 宍粟市市長公室次長

- 宍粟市市長公室次長兼危機管理課長

- 宍粟市市長公室危機管理課副課長

- 宍粟市市長公室危機管理課危機管理係主査

大田　敦子

氏　　名

福元　晶三

令和６年度　宍粟市防災会議委員構成

三浦　保志

池田　大介

砂町　隆之

第３条第５項第１号委員（県職
員）

衣笠　佳幸

圓尾　文子

村上　晴茂

熊田　登宇

栗山　早苗

第３条第５項第５号委員（副市
長及び教育長）

富田　健次

中田　直人

第３条第５項第４号委員（市職
員）

石垣　貴英

森本　和人

三木　義彦

中村　仁志

樽本　勝弘

大谷 奈雅子

西林　文隆

栗岡　耕治

第３条第５項第７号委員（消防
団長及び消防団支団長）

安原　勝則

松本　二郎

片山　善晴

第３条第５項第８号委員（指定
公共機関若しくは指定地方公共
機関の役員、職員）

安田　誠

田中　武士

上山　英則

山岸　洋之

第３条第５項第９号委員（自主
防災組織を構成する者又は学
識経験のある者）

野村　和男

樽本　秀昭

可藤　和成

春名　雅行

第３条第５項第10号委員（市長
が特に必要と認める者）

春名　郷子

藤原　千尋

松下 由美子

中津 恵美子

三木　清美

柴原 美恵子

助光 ゆかり

栗山 こまよ

藤永　綾子

高井　洋子

中林 久美子

宮内　弘喜

八木　幹裕

事　務　局

水口　浩也

中尾　美恵子

田中　藤夫

小椋　政彦
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欠席者
・西播磨県民局
　龍野健康福祉事務所長
・宍粟市医師会長
・宍粟市波賀市民局長

委託業者（中央開発㈱）

傍　　聴　　席

・西播磨県民局
　龍野土木事務所長
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・宍粟市国際交流協会

・宍粟市一宮市民局長
・宍粟市介護支援専門
　協会宍粟支部

・宍粟市千種市民局長・公募委員

・宍粟市健康福祉部
　福祉相談課長

・ＪＡ兵庫西女性会
　宍粟地区代表

・宍粟市産業部長・ＪＡハリマ女性会長

・宍粟市建設部長
・西播磨防災リーダー会
　宍粟部会

・宍粟市教育部長

・宍粟市社会福祉協議会

・宍粟市総務部長
・宍粟市ボランティア
　連絡会

・宍粟市市民生活部長・宍粟市商工会女性部長

・宍粟市健康福祉部長

・宍粟市波賀連合自治会長

・NTT西日本兵庫支店
　設備部災害対策室次長

・宍粟市千種連合自治会長

・関西電力送配電（株）

　姫路本部姫路配電営業所長

・宍粟市民生委員児童委員
　協議会連合会長

・（株）ウイング神姫
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・西はりま消防組合
　宍粟消防署長

・宍粟市消防団長・宍粟市山崎連合自治会長

・宍粟市消防団副団長・宍粟市一宮連合自治会長

・宍粟市消防団副団長
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○宍粟市防災会議条例 

平成17年４月１日 

条例第173号 

（趣旨） 

第１条 この条例は、災害対策基本法（昭和36年法律第223号）第16条第６項の規定に基づき、宍粟市防

災会議（以下「防災会議」という。）の所掌事務及び組織を定めるものとする。 

（所掌事務） 

第２条 防災会議は、次に掲げる事務をつかさどる。 

(１) 宍粟市地域防災計画を作成し、その実施を推進すること。 

(２) 市長の諮問に応じて市の地域に係る防災に関する重要事項を審議すること。 

(３) 前号に規定する重要事項に関し、市長に意見を述べること。 

(４) 水防法（昭和24年法律第193号）第33条の水防計画その他水防に関し重要な事項を調査審議する

こと。 

(５) 前各号に掲げるもののほか、法律又はこれに基づく政令によりその権限に属する事務 

（会長及び委員） 

第３条 防災会議は、会長及び委員をもって組織する。 

２ 会長は、市長をもって充てる。 

３ 会長は、会務を総理する。 

４ 会長に事故があるときは、あらかじめその指名する委員がその職務を代理する。 

５ 委員は、次に掲げる者をもって充てる。 

(１) 兵庫県知事の部内の職員のうちから市長が指名する職の者 

(２) 兵庫県警察の警察官のうちから市長が指名する職の者 

(３) 指定地方行政機関の職員のうちから市長が指名する職の者 

(４) 市長がその部内の職員のうちから指名する職の者 

(５) 副市長及び教育長 

(６) 西はりま消防組合消防本部消防長 

(７) 消防団長及び消防団副団長 

(８) 指定公共機関若しくは指定地方公共機関の役員又は職員のうちから市長が任命する者 

(９) 自主防災組織を構成する者又は学識経験のある者のうちから市長が任命する者 

(10) 前各号に掲げる者のほか、市長が特に必要と認める者 

６ 前項各号の委員の総数は、45人以内とする。 

（専門委員） 

第４条 防災会議に専門の事項を調査させるため、専門委員を置くことができる。 

２ 専門委員は、関係地方行政機関の職員、兵庫県の職員、市の職員、関係指定公共機関の職員、関係指
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定地方公共機関の職員及び学識経験のある者のうちから市長が任命する。 

３ 専門委員は、当該専門の事項に関する調査が終了したときは、解任されるものとする。 

（議事等） 

第５条 この条例に定めるもののほか、防災会議の議事その他防災会議の運営に関し必要な事項は、会長

が防災会議に諮って定める。 

附 則 

この条例は、平成17年４月１日から施行する。 

附 則（平成17年10月１日条例第228号） 

この条例は、公布の日から施行し、平成17年７月１日から適用する。 

附 則（平成19年３月14日条例第11号）抄 

（施行期日） 

１ この条例は、平成19年４月１日から施行する。（後略） 

（宍粟市防災会議条例の一部改正に伴う経過措置） 

５ 改正法附則第３条第１項の規定により収入役として在職するものとされた者については、第７条の規

定による改正後の宍粟市防災会議条例の規定にかかわらず、なお従前の例による。 

附 則（平成22年９月29日条例第30号） 

この条例は、公布の日から施行する。 

附 則（平成24年３月14日条例第10号） 

この条例は、公布の日から施行する。 

附 則（平成25年３月26日条例第８号） 

この条例は、公布の日から施行する。ただし、第１条中宍粟市防災会議条例第３条第５項第６号の改

正規定は、平成25年４月１日から施行する。 

附 則（平成28年３月14日条例第20号）抄 

（施行期日） 

１ この条例は、平成28年４月１日から施行する。 
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○宍粟市防災会議運営規程 

平成18年７月26日 

訓令第17号 

（趣旨） 

第１条 この規程は、宍粟市防災会議条例（平成17年宍粟市条例第173号。以下「条例」という。）第５

条の規定に基づき、宍粟市防災会議（以下「防災会議」という。）の議事その他会議の運営に関し、

必要な事項を定めるものとする。 

（招集） 

第２条 防災会議は、会長が招集する。 

２ 委員は、必要があると認めるときは、会長に対して防災会議の招集を求めることができる。 

（会議） 

第３条 防災会議は、委員の過半数が出席しなければ開くことができない。 

２ 防災会議の議長は、会長が当たる。 

３ 防災会議の議事は、出席委員の過半数でこれを決し、可否同数のときは、議長の決するところによ

る。 

（会長の職務を代行すべき委員） 

第４条 条例第３条第４項に規定する会長の職務を代行すべき委員は、副市長の職にある委員とする。 

（意見の聴取等） 

第５条 会長は、必要と認めるときは、防災会議に専門委員その他適当と認める者の出席を求め、その意

見を聴き、又は必要な資料の提出を求めることができる。 

（代理出席） 

第６条 委員は、やむを得ない事情により防災会議に出席できないときは、代理者を出席させることがで

きる。 

２ 前項の代理者は、その防災会議において委員とみなす。 

（議事の特例） 

第７条 防災会議の議案で、一部の特定の機関にのみ関係のある事案については、会長が適宜の方法によ

り関係のある委員と協議して決することができる。 

２ 会長は、前項の規定により協議して決した事項は、次の防災会議にその旨を報告するものとする。 

（専決処分等） 

第８条 会長は、防災会議が処理すべき事項のうち、次の各号のいずれかに該当するときは、専決処分す

ることができる。 

(１) 会長において防災会議を招集する暇がないと認めたとき。 

(２) 軽易な事項で、速やかに措置を要するとき。 

２ 前項の規定により専決処分したときは、会長は、その旨を次の防災会議において報告し、承認を求め
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なければならない。 

（部会の設置） 

第９条 防災会議は、必要に応じ事務を定めて部会を置くことができる。 

（委員の異動報告） 

第10条 委員が異動等により変更のあった場合は、当該委員の後任者は、その職、氏名及び異動年月日

を速やかに会長に報告しなければならない。 

（公表の方法） 

第11条 宍粟市地域防災計画を作成し、又は修正した場合その要旨の公表その他防災会議が行う公表

は、宍粟市公告式条例（平成17年宍粟市条例第３号）を準用して行う。 

（庶務） 

第12条 防災会議の庶務は、防災担当課において処理する。 

（その他） 

第13条 この規程に定めるもののほか、必要な事項は会長が別に定める。 

附 則 

この訓令は、公布の日から施行する。 

附 則（平成19年３月30日訓令第６号） 

この訓令は、平成19年４月１日から施行する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 7 - 

 

今後のスケジュール 

 

11月下旬   修正素案各委員事前配布 

 

12月 11日   事前意見書提出期限 

 

12月 18日   第１回防災会議開催 

 

12月末    素案の修正 

 

１月中旬   市議会への意見照会 

パブリックコメント募集（1か月） 

 

２月下旬    意見についての対応 

 

３月     地域防災計画の改訂 

 

＊午後２時00分～(防災センター５階ホール) 

＊募集期間予定：１月中旬～２月中旬まで 


